
 

 

 

 

  

３月、例年にない温かな日が続き、校門の桜の花も葉桜へと姿を変えました。４月の佳き日、入学式・始業式が行

われ、その式辞の中で、今年も、児童に心がけてほしい５つのことについて、次のような話をしました。１年間の節

目で、ふり返ってもらう行動のポイントとして考えています。今年１年、よろしくお願いします。(文責：勝木) 
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これから新しい学年で楽しい学校生活を始めるために、皆さんに、どうしても覚えてほしい「あ・い・う・え・

お」を伝えます。 

 「あ」は、「明るい挨拶」です。挨拶には、いろいろあります。｢おはよう」、｢いただきます｣、｢ごちそうさ

ま｣、｢さようなら｣、｢ありがとう｣、｢ごめんなさい」など、明るい挨拶には、言った自分も周りの人も心を温め

る力があります。 

 「い」は、「行きも帰りも安全に」です。学校の生活でみんなが事故なくけがなく過ごすためには、きまりを守

る心が必要です。 

 「う」は、「運動・勉強しっかりと」です。それぞれの学年で、字を書いたり本を読んだり、絵を描いたり、走

ったり飛んだり、いろんなことをします。今の自分は去年の自分と同じですか。ちがいますね。１年後、今よりさ

らに成長した姿を楽しみにしています。たとえうまくいかないことがあっても、あきらめない、くじけない心でが

んばりましょう。 

 「え」は、「笑顔でなかよし」です。クラス替えをして会った人の中 

には知っている人もいればあまり知らない人もいたでしょう。これから 

たくさんのともだちができるといいですね。優しい心と笑顔があれば仲 

よくなれます。 

 「お」は、「落とさずなくさず」です。自分の持ち物は大事にしてく 

ださい。ものを落とさず無くさず傷つけず、とても大事にする人は、人 

の心も大事にできる人だと信じています。 

 皆さんには、五つのことをがんばることで心を育てていってほしいの 

です。そしてみんなで力を合わせて楽しい小学校の生活をつくってほし 

いのです。 

 １年のスタートです。心を育て、自分の力を伸ばしていきましょう。 

 

 

（１）ポジティブ教育プログラムの活用 

福井県教育総合研究所が提案する、児童生徒の自己有用感や集団への適応力を高めるために開発された教育プログラ

ム(月１時間程度)を通して、児童の「幸福を自ら創り出していく力」を育て、「持続可能な幸福を育む学校づくり」を

目指したいと思います。主な内容としては、社会性を育てる「ソーシャルスキル教育」、仲間づくりにつながる｢ピ

ア・サポート活動｣、逆境に負けない心を育てる「レジリエンス教育」があります。 

（２）道徳教育総合推進事業「親子で学ぶ道徳講座」 

福井県が推進する施策である｢親子で学ぶ道徳講座｣は、親子で一緒に道徳の授業を受けたり、授業を地域に移して行

ったりすることで、親子や地域のコミュニケーションを深め、世代を超えた道徳的価値観の交流を図り、児童生徒の道

徳性を高めることを目指すものです。本校としては、フリー参観での全校道徳授業や地域を生かした総合的な学習等に

取り組んでいきたいと考えています。 


